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「〈さふぢJに於ける細胞核分裂に就て

坂 村 徹

UBER DIE目ERNTEILUN<iVON VICIJl CRJlCCJl L. 

Von 

T. SAKAMURA. 

緒 l 雷

二三笠科植物例令ばそらまめ、えんEラ等の棋の尖捕に於ける芳生組織（Meris-

tern）は樫細胞核局、裂の研究に最遁営なる材梅とし℃用日らる klとも拘らず、其生

殖細胞の稜育即ち花粉母細胞及底嚢母細胞の減数分裂に関する詳細なる研究は甚

だ少なしとす。偶や二三之れ在bとするも、そは他の主なる目的の随倖的にな3

れたるものに過ぎず。 元来或植物の腫部細胞核の牙裂と生殖細胞の減数舟裂と

の比較研究をなすの必要在る事は言を侯たまる所lとして萱科植物に於ける減数喜子

裂の研究を企つる事も強ち無意味の事にあちまiを信ず。 イEし余が材栴として
殊夏~きふぢを撰(Xたるは只そらま母R於て恰度遁営なる程度比接育せる材粧を
採取する事困難なbしと其同麗lとして而も材栴の採取に都合よき花序を有する事

及と人事二三萱科植物の材軒に就て研究中本植物の染色鯉が比較的少数なる事を夜見

し得たるとに依るに外ならず。

賞験材栴は大正元年七月乃至入月東北帝園大事農科大皐試作固に於℃採集した

るものなb。 而し℃減数分裂をなしっ、ある花粉母細胞を合む花は甚tl細小に

して到底ピシセットを以℃之れを取扱以且固定する事能はぎbしによ b、花膏金

鍾を固定せb。 国定には~.集ポシプを使用し℃容易に固定を達する事を得た b 。

閏定液としτは、クローム酷酸中液及びフ V シミング液を用ひ、固定材斜は之れを

四乃至七ミクロンの厚 :a.~nζ ミクロトーム裁断を行以、染色は凡℃J、イデンJ、イン

のへマトキジ9ンを用以℃良結果を得たb。
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睦細胞及胞原細胞の核舟裂

本研究は幼3花部器官の瞳細胞及胞原細胞の核re.就τ之れを行日しが之等雨種

細胞核の構造友其分裂過程との聞には核の大3以外には著しき差を認めぎbしを

以て、此慮lとは只鯉細胞核の芳、裂に就ての論述のみに止む。

I. 末期（Telophase).

後期（Anaphase）に於τ染色瞳の雨縦竿は互に民主Jの方向に向日℃分れ二聞の

娘核のアンヌーグを形成す。 極に還したる染色睡集圏は先づ小なる塵迫せられ

たる塊とな b、後間もなく再び粗薄となるぺし。 此時巳~t新境界壁及核膜は成

立し、陪固形の核を晃る事を得ぺし。 染色韓の室胞佑（V akuolisierung）は漸究境

界壁~t近き方よ b 娘核の極の方向 It 向μτ進み完全に塁胞化の起る時に於τは染

色帯は二本の平行線の蹴態となる．べし、而し℃此際特別なるクロモメー νン

(Chromomeren）なるものを晃ず。 多〈の場合娘染色躍の屈曲勤は著し〈密着し、

甚だ濃厚に染色するを以℃、昼胞化を逗究する事困難な 9（第一圃）。 染色盟が小

宮化（Alveolisierung）をなし；染色質が核腔内に散布せられて精微なあ絹扶腫が成

立しっ、ある聞に、極界iζ於τ一個若し〈は二個の核仁の出現するを晃0べ〈、

而し℃此物は漸次其大遣を増加するに至るべし。 網蹴韓の形成後と雄染色脚

( Chromosomenschenkel）を麗令多少明に認め得ぺし。 組じτ末期に於ては一本lこ

連績せる染色瞳の存在なく染色帯は其端を完〈舟離して存す。

2. 静止期（Ruhestadium). 

完全なる静止期に於ては核は一個或は二個の球形の核仁と一様に而も精微に分

布せられたる網航躍とを有す。 而して二三の核に於℃は此核仁の周固に明る3

窓慮を認むるも他の核には之れを晃ず、此宰慮は Straぬurger （’05）及 Lunde・

gi'i.rdh （’12）の得ふるが如く固定の際iζ生ぜるものなる事は明なb0 完全なる静

止期It於℃は Overtonの稽よ、あ原始染色腫・(Prochromosomen）は勿論、之れに類
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似する染色質集合睡を晃ず。 而し℃此時期lt於τ時4謙れに染色質の極性

(Polari尚も）の存留せるを認むる事あb。

3. 前期（Proph邸 e).

核が静止の吠態よ b畳醒するに至るや、染色質集会躍は次第に其教と大3とを

増加しτ頴るぺし。 之れ即ち染色質の部分的塵縮に基くものにして其数、大3、

2 

第一間

配置友形献は不定な b。佃φ車燭に散在

する原始染色瞳は勿論、田原氏（’10a）が桑

の韓細胞核に於τ又Muller（’09）がいと
らん （Yucca）の韓細胞核に於τ晃たるが

如き艶的に並ぶ、原始染色睡をも晃ず。而

して染色質の塵縮が進むに従以網蹴髄は

益々粗薄となb此際屡φ染色質の表はす

極性を認めラベし（第二園）。 此過程が一

層進む時は一層明なる染色韓の極性を額

はじ、遂以It滑なる繰を有する染色躍を生ずるに至るべし、加之其配置と献態と

は前分裂の末期に於℃小宮化（Al veolisierung）をなしたる染色鰹のそれに等し（第

三国）。 然れども余は此際 Merriman（’04）が玉君、 （All印m）の棋の尖端にで晃た

る四分子小鰹の存在を確むる事能はま9亘。 一個或は二個の核仁は前舟裂の末

期以来纏績して存在せる極にあ bて、此核仁よ b染色質脚が電光的tt封極に向て

走るべ〈、又此時己に染色睡には縦裂起b、此縦裂は前期を遁ピて持，演すぺL0 

而しτ前期に於て新i乙生成せられたる染色躍は其数十二（染色髄軍数）或は殆十二

を算し、極R於τ各ベト分離し℃存すれども其中二三のものは核仁の表面に附着せ

b。 分裂の進むに従ひ染色韓は車伸し漸次短太となb途以に完全なる染色髄と

なる。 染色躍の成熟と共に核仁は消失し染色睡の極性は首L苫れ、染色韓は恰も異

型核局、裂のヂアキネーゼ（Diakinese）期に於τ晃るが如主祇態i乙℃核腔内に配布

せらるべし。 縮瞳に前期を逼じτ端々を以℃繋がれる染色瞳は存在せざれども
狭陸なる核腔を螺旋蹴』t走る染色躍を以τ連績せ忍染色韓と晃誤る事は有勝ちの
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事~ b。 染色躍は核膜の消失後、接板（Kernplatte) R.並び究の期即ち後期に入

るペし。

中期（Meぬphase），及後期（Ana phase). 

中期tと於℃所謂核外仁が細胞質内に散布す。 核板を極面硯すれば容易に染色

館教を敷ヘラベ〈、且染色躍に大小ある事をも認めうぺし。 而も時φ相隣れる細

胞にで同じ程度re.費育したる染色鰹Itτ不同の大3を示すものあるは奇なる現象

な!J（第四国）。後、各染色僅は縦裂し℃二個の等宇とな b即ち均等分裂（Aquations-

teilung) をなし、斯〈して生じたる娘染色睡（Tochterchromosomen）は極に移動

す、但し此際衣の舟裂の縦裂を晃る事なし。 極に達したる染色鶴は塊とな b、其

周固に膜を生じて若き娘核（Tochterkern）が成立す。

花粉母細胞減数分裂

1. 静！Jr.期（Ruhestadinm).

胞原細胞分裂の末期に於τ染色瞳は普通髄細胞核の牙裂に於けると等しく宰胞

化し℃裁に精微なる網扶鰭を生じ、斯くし℃桜は花粉母細胞の静止期に入る。 花

粉母細胞の静止核と睡細胞の静、止核とは外見上大躍に於℃異る所なBも花粉母細

胞の網蹴躍は睡細胞肢に於けるものよ bも柏、φ粗にして、且つ多くの染色粒を荷

携す。 Wilson（’09）は Mniumlwreum に於τ之れに類似したる事買を観察せb、核

は綱航腫とーの核仁とを有し、其核仁は屡々明主宰慮によ bて取固まる、を見る。

核仁は球形にし℃染色力強し。 静止中にあb℃も核仁は盛なる接芽をなし：誌に

生ぜる娘仁は母仁の表面に附着し、後に至bては即ちシ十プジス前期（Presynap-

sis) It於ても之等の娘仁は9ニン（Linin）の上に懸るを晃るぺし。 之と同様な

る事を Nichols（’08), Digby （’12）其他の皐者が種々の材料に℃甑察せb。 此時

期に於℃は所調、原始染色瞳なるもの或は Digby（’10）の記載せる 9ユシの卒行

部を認むる事を得ず、寧ろ核腔内iこ染色質の購来集合すべき中心理占と染色粒素と

を仮定するの遁営なるを想はしむ。
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2, vナプシス（Sy.napsis).

静止の蹴態lb起bし核内には核の周囲it近3多くの偲定的中心踏に於℃染色

質祉の集会が始まるべし；其集会韓の大3と教とは漸衣増加し℃一定不欝のものに

あらず。其教は染色韓複数よ bも多S事は確なb。之等染色性塊は殆ど球形にし

℃9品シの上に一つづ、牙布せられ艶的に配列せらる、を晃ず。 ジナプジス前

期に於τ核は漸次護大すれども其境張が不平均に超b一方の部分に於℃著し〈起

るを以℃網賦睡は先づ此強〈讃張する部分に於℃核膜よ b離れ以τ集縮し始め又

按張の結果屡4核膜の破る、事あ9（第五圃）。〈さふぢ，t於℃は Lawson（’11）の

主張するが如〈ジナプジスは只草，t核腔の讃張のみにして核質それ自身の集結は

起らずとの設は此ジナフ・νスの像を完全に説明し5,5ものと晃倣す事能はず、何

となればジナプジスは只草に核腔の膨脹の結果のみにあらずして其際網扶躍をれ

自身の集縮も亦起ればなb。完全なるジナプジスに於て集結せる物質によ b取園

れたる核仁は多〈は核腔内部にあbτ核の周固には存在せず（第六園）。 而して余

はジナフ・Vス前期及ジナフ・vス期に於τ核質の錯雑せ忍矯め染色韓素（Chromo-

卸 menelemen飴）の卒行R並ぶ獄態を多くの場舎に認むる事能はまbしと雄、網蹴

僅の肥大は恐ら〈染色質極集合躍を荷揚する二本の＇！）＝：：，.，.鵠の平行的融舎による

誌のなb。 是れ即ちジナプジス後期に於てジナプジス塊よ b趨b出づる線，t於

て明に誼明する事を得べし（第七圃）。 核仁は盛氏稜芽して漸次養牙，t乏し〈な b

染色性弱し。 裁に於τ塊の中よ b逃れ出ぐ、ーの塵潰せられたる球として核の

周国民附着す。 ジナフ・vスlζ於τ破れたる核膜はヂアキネ－ ~·期（Diakinese）の

前友ひ・ヂアキネ－~·に於て布めて再生せらる。

3, スピV ム期（Spirem).

ジナプジスの塵縮によ b℃綱献瞳よ b紡ぎ出されたる核締はシナプジス後期に

歪b℃和めて顕るぺし、集塊となれる核質は此場合漸次弛緩し℃細胞質は核腔内

に侵入し来る。 新〈しτ若き核識は究第lと増加し其中には稀に慮々に縦裂をな

すを晃る事あ b。 然るに核綜が核腔内，t櫨がるに至るや此縦裂は著しくな b而

も縦竿が互に揚れτ縄銑をなすものあ9（第入国）。 此核絡は次第に肥大し、其念
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珠挟の構造は一層明となb、，又一度生じたる縦裂は滑失しτ縦竿は再ex融合しτ

按腔内を縦横に走る、但し此時核腔は再び境bτ ”hollowspirem” の扶態とな

oo 此時迄、核腔の周固に存せし核仁は再び中央，t復臨して球形を採る（第九

園）。

4. 核線の横断と染色睡の形式 (Segmentierung des Knauels und Chromo-, 

somenbildung). 

Hollow spirem の後核綜の縦裂は再び起bて多〈は其自形を破壊しτ著し〈集

縮し細胞質は核腔内に侵入して恰も固定剰によ b℃人工的に生じたるが如主観を

呈すべしf第十圃及第十一国）。 此核締の集縮は多〈の皐者によ b観察せられた0

ものにしてジナプνス民主まして第二集結（随condco凶raction) とし℃知られたる

期に相違なし。 然れども〈きふぢに於け0此第二集結白紙態は Beer（’12）が二

三菊科植物iとて晃た各又 Lundeg11.rdh（’09）がた5きんせん （0ぬndtぬ offici閥均）

iとて期の如き像泊券裂の機構に封しては何等意味なきものとし℃説明氏供したる

航態とは全然異るものなb。 核腔の棲大と集縮したる塊の弛緩とに倖以℃第二

集縮の聞に横断によ bて生じたる複染色韓は核腔内に散布するに至るべし（第十

二国）。但し或接線は此場合未だ完全に横断せぎるものあb。 而して複染色睡の

教はA プロイド数民一致す。 之等の双債の染色睡は縦軸の方向に集結し℃漸究

短太とな b卒滑なるものとなる。 其中二三のものは各自の二本の車債染色韓を

其端に於τ融合せしむるものあb。

5. ヂアネキーゼ期友紡錘腫形成（Diakineseund Spindelbildung). 

デアキネーゼ期，t於て核腔は棲張を終b核膜は完全に再生せらる、を以壬核金

鍾が明るく戚ぜらる。 複染色慢は盆々短太とな b、｛核の周囲，t散布せらる。

而し℃之等の複染色睡は種々の形脱を有し加之或物に歪b℃は其車債の染色睡を

互に金〈融合するものあ 9（第十三園）。 此場合動物の材料に℃喧し〈論ぜらる

L横裂四分子（Quer刷，raden）に似たる像を只一度晃たる事あb。 然れども

之れは所謂横裂回忌子として生じたるものにあらず、又 Mo悦ier （’07), Davis 
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（’09）及 Digby （’10）が二個の複染色躍が偶然に其端を！以て互に融合した与

ものと解樟したるが如きものにあらずして寧ろ双慣接線の横裂の遅れたるもの

とし℃解樫す0方趨嘗左右ぺし。 此ヂアキネ－-k.期It於て容易に染色睡の減数

第 圃

即ち六を算すぺ〈且各複染色盟の聞に大さの差をも認めらるぺし。なほSarga.nも，

Sもr剖 b町ger,Overi",onが植物の材梼re.て、又多〈の皐者が動物の材料に℃（Langsー

もeも，ra.den）観察した石が如〈屡々二三の草債の染色韓中に縦裂の起るを晃る事あ

9o 此縦裂は皐慣染色躍に起る最布の縦裂と見るべ〈即ち Overtonの主張する

が如し。 核膜の消失と共lζ紡錘鱒を現出す、然れども多くの他の材料にτ晃ら

れたる多極紡緯躍を見るの機曾を有せま!> 号、此動はなほ一層研究の除地を存す。

第二集縮lとて細胞質内氏現はれたる核外仁はヂアキネーぜ期の終b,t於τはな既
存在すぺし。

6. 第一分裂反中間期（ErsもeTeilung und In句rkinese).

紡紐睡が完成せらる、や、染色腫は紡緯絡に附着しτ核板に配列す。側面硯す
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れば各複染色睡は和めは完〈融合しτ規則正しく一様に配列せらるれども間もな

〈各到の爾車債染色腫は分離し始め種令の封稽的形肢を呈するに至る（第十四国）。

牽引綜（Zugfasern）は多〈は染色龍の端に近〈附着するを以て分離の始ま bたる

時に各車債染色鵠がく〉形を呈する事なし。 核板を極よ b硯る時は容易に且明瞭

に染色躍の減数即ち六を算する事を得ぺ〈且又染色躍の大小をも詮する事をうべ

し即ちこっ立つの不同の大3の染色髄を晃るペ＜ （第十五園）而も此大さの不同は

嚢It迅ぺし如くデアキネーセ’期比於ても晃る事を得ぺ〈又後に同型分裂の核板

に於τも認むる事を得ぺし。 後期に於て第二集結以来持績して存せる核外仁は
突然消失す。 後期lζ至b牽引総の集結によ b℃染色鰹の分離起b、染色躍を雨

極に牽引す。 分離せられたる染色腫の移動は同時に起らず、或染色韓は己に極It

達し居るも他の染色鰭は移動の中途にある乙とあ b。 己It終期It於τも移動し

っ、ある染色躍に第二の舟裂に℃異It起るぺき縦裂を認むる事あれ 而して此

時期』t.営b核外仁は再rx出現す。 舟離したる娘染色躍は極に遣するや直ちに集

結して塊とな b其周固には究第It核膜を生じ新らしB核のアンラーグ成立す。

間もなく集塊となれる染色膿は弛緩し始め、室胞佑と Ana品omosierungとによ b

τ其形態を聾ず。 此時期比於て染色鰹が一本の蓮績せる綜に繋がるや否やはー

の問題なれどもままには Grらgoire及 Wygaerts（’03）の設を明かに詮認する事を得

ぺ〈、決して一本の蓮績せる染色躍を晃ず。 即ち中間期に於ける染色躍の配置と

形態とは躍細胞分裂の前期に於けるものと類似し、縦裂をなせる染色睡がーの中

心よ b放射せられ℃走るを見るな 9（第十六園）。 而し℃核は決して静止の航態

に入らず又多〈の他の双子葉植物と同様雨娘核の聞に境界壁を生ずる事なし。

7. 同型分裂（HomuotypischeKernteilung). 

第二分裂即ち同型牙裂は常規の均等分裂を替み染色躍の異の縦裂をなすものな

b。 第一卦裂に℃生じたる娘核の分裂の軸は互に直角の方向に走るか、或は平行

して同平面上にあ ！＞（第十七園）。 核板を極面硯すれば減数六を算し得ぺ〈傭ほ染

色腫の大小をも認めラペし。核外仁は染色力弱し。極lζ到達したる染色躍は異型

核牙裂に於けるが如〈塊とな b新らしさ核アシフーグの周固に新らし3核膜を生
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ずc 而して染色韓塊が再び弛緩し始むるや染色簡は室胞化！tよ9-r.漸次破壊せ

られ、間もな〈境界壁は形成せられ斯〈して四分子を現出す。 此四分子は後に

至bて各4花粉となるものなれ

既に上~t腫細胞核分裂反花粉母細胞核の減数舟裂の過程l乙就いτ叙述したれば

今室長に之等の研究結果について多少論ずるならんとすO

佳細胞核舟裂の際染色臆の分解及再成，t闘しては以前は一般に次の如き説行は

れたb。 即ち染色躍は娘核のアシラーグに於℃各4其端を以て繋がb漸次細長

とな b互に縫れ合以℃側を以て anastomosieren し遂に精微なる網扶鰻を生じ而

ιτ究の分裂の前期比於τは之と逆の過程起るものなbと。 然るに一九O四年
Gregoire氏が本問題に闘し重要なる設を公にせし以来多くの皐者の注目する所

となれb0 其の唱ムる所によれば染色躍は末期比於τ粗薄とな b其縁を以て互

に anastomosieren し一方染色髄それ自身代 alveolisierenして分解し之れによ b

℃「綱航瞳の網状躍」を生ずるものにして決しτ一本氏繋れ0染色腫を認めず。又

核が分裂の活動に入るや前期の謝めに網蹴鰹は再~末期比於けると逆に alveoli­

sierenしたる染色睡に醤じ而し℃染色性物質は絶乏ず集結して染色睡を完成する

に至ると云ふ。 而して此設は後に至b Mano （’05), Gregoire （’04), Digby （’10), 

Beer ('12）及 Strasburger（’05）氏等の確認する所となれb。 くさふぢtと於τは

染色躍は末期に於℃分解す0に際し其縁を以て anastomosierenすと雄此 Anast-

m倒 enが夏，t網扶慢の一部を形成するに輿b或は Fraser反 Snell氏（’11）の云

ふが如き染色種分解It必要なる機構とな bラべしと云ム事は疑はし。 何となれ

ば斯の如主 Anastomosenがくさふぢに於τ起る事は甚祷れにして偶今生ずる事

あbとするも直ちに消失するを以てな b。 之氏よ bて判ずれば染色韓は粘着性

物質なるによ b 時q横側の結舎を生ずるものにして、之れに~Jし℃特別な 0意味

を附する事能はまるものな b。

ヨたに僧細胞静止核を晃んに、元来静止核の賦態は其研究に用ふる材料によ b℃

異石ものなb。現！t予の賓験せる萱科の他の麗の如きもくさふぢとは全然異る像
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を示せb。 或皐者は静止核tと於τは核仁の外何物をも晃ずと云以又 Rosenberg
（’04，’09）及 Over加，n（＇’05，’09）は静止核に於℃も染色髄は消失せずし℃其個檀濁

立性を維持する事を唱へ殊lζ後者は斯の如S染色躍に劃して原始染色檀・（Procbro・

mosomen）なる名稽を唱へ12！， 。叉多〈の皐者によれば核腔内に一面に微細なる

網蹴瞳の調散せるを晃る。 而しτGregoire氏は此網蹴韓は勿論染色睦すら整ー

なる物質よ bなるべ主事を主張す与も Sもmsbruger氏は此設に反撃をし染色睡を構

成するものは少〈とも二種の物質よbなb静止核に於℃見る網訳鰭の内には特別

なる染色粒あbて新の如S小粒が網賦躍の結節.R存在し此小粒種の内部』t遺停車

位が合有せらるるものとなして此小粒種をバシグノゾーメシ.(Pangenospmen）と

稽せb、〈きふぢlt於℃は Gregoire の主張するが如主染色躍の整ー設は遁合守

ぎるが如し。何となれば不染色性基礎物質及び之と金〈濁立なる染色質粒とを高

別し得ぺければな b。但し此染色質粒が Strasburger民の稽するが知S.,,-: .：，.，グr

グーメシ＆t相賞するや否やは不明の事R属す。而し℃完全なる静止期に於ては原

始染色韓は勿論之れに類する染色性物質の存在をもAぎるを以て Rο，senberg友

Overton等の如〈原始染色慢の存在を以τ染色韓の個髄濁立性の持績を詮す0事

能はぎるも染色性物質が将来舟裂活動期に入bτ集中すべき中心勤と染色性物質

の之等の中心勤＆t撃すする所属性とを仮定するは強ち困難ならぎるぺし。

染色躍の極性（Polarit砧）に闘しては Rahl氏（’84）は Solαr,闘ndraの表皮細

胞に於て~ピνム期の終 bk於て之れを認め叉末期に於ける染色韓の配置の前期

に於ける其れと甚一致する事を詮し以℃染色鯉の濁立性が静止核に於℃も持績す

る事を主張せb。其後 Strasbur.伊r（’05）及 Muller（’09）の雨氏も之を確むる事

を得たb。 〈さふぢ＇t於ては此事買を凡べτ認むる事を得べ〈而も極性は只車

にスピVムの後期のみならず夏に一層早き時期R於て否既に静止期に於τ3へ晃

る事少からず。 3れば予は Rahl氏り読に賛成し染色睡の個程濁立性の維持は

極性によ b℃鐙す0事の有力なる事を信ず。 而しτ極よ b染色睡が放射して出

づるは Fraser及 Snell氏（’11）の云ょが如く染色鰻の替養比都合よさ配置なb

と稽するを得んか。
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腫細胞核の牙裂に於て！染色睡の縦裂が屡々 己＂＇・前期， r於τ起る事は Zimmer-

ma.Iin氏（’96）が記載せる所reしτ其以後 Merriman（’04), Farmer友 Moore氏
(05), Strasp町ger氏（’05),Digby氏（＇10),Lundegardh氏（’10),Fraser及 Snell

{'11), Beer氏（’12）及其他の人々によ b種々の材料にて誼明せられたるものな ＇！， 占

＜きふぢに於ては染色韓の縦裂は巳に前期の和めに於℃現はれ前期を遁じτ存在

すと雄 Fr.邸 er及 Snell氏（’11）友 Lundega.rdh氏（’10）の設には賛成する事館

はずo 氏等の設によれば染色躍の縦裂は既に前分裂の末期lt於τ晃る事を得ぺ

〈静止核を遁じて持績すと云よ。 然れども末期~t於ける染色睡の縦裂なるもの

は賓際只外観的のものに過ぎずして染色盟主子解の際に一時的に起る現象に過ぎぎ

るものな b。 然れEも憧細胞分裂前期比於ける染色絡の此封的構造を飢蹴－

burger氏及Tise回目友がそらま母lとて記載せあが如〈二本の一個の染色臨が艶的

に並ぶものと解轄するは少くとも〈きふぢに於ては採る能はぎる所在b。

染色躍の大小It就いては近来多〈の皐者によ bて種今の記載あb。Strasburger

氏（’10）はふLぐる（島fond1yumrゆ叩m）の根の横断面に於τ不同の大3の細

胞内に存する核は著しS大事の差を示3ず、而して此差は牙裂期に於ける染色睡

に於℃は或程度に現はる、事を認め、叉氏はあき （Can削除却tiva）の棋の横断

面に於τ雄株と雌株とに大3の差あるを認めしかども常』t現は0、事はなかbし

と云ふ。 然与に予りフ・V..＞－：ラート＆t於τは殆ど同じ大ヨ，とて而も相隣れる細胞

記於τも此染色慢の大さの差を見るは奇なる現象なbとす。
異型核恐裂に於v.tるジナプシスは自然的の像として今日一般に認めら石、と雄

も其意義の呆しτ何慮iと存すべきかに就Sτは今備一致したる設を晃ず。 然れ

どもシナプシスを以℃染色瞳素を3詩的に並ぺて之を結合せしめ以τ綱航躍を完全

区双債の染色躍となすに重要なる機構なbと解轄するは遁常ならむ。

異型核牙裂の核線の縦裂は多〈の皐者lとよ b種々解轄せらる、ものなbJunk-

tionstheorieの解轄する所によれば核綜の縦宇は各異る由来を有し；其縦裂は異の

続裂はあらず己記事〆チプジスに於て互に融合せる重複線の分離せ0ものと晃倣し

以て異型核牙裂の核綜を双債となす。然るに Faltu
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核練は車債の鰹細胞染色膿と相同にして双債のものにあらず而し℃之れに生ずる

縦裂は龍細胞染色龍の縦裂に相官すべきものな上又異型核線の縦裂は異の分裂

にして染色腫素は之よ b前の時期比於τ其端と端とを以℃互に融合したるものな

bと云よ、。 然れども己にジナプジス後期R於℃晃たるが如〈ジナプジスよ b解

け出づる核線は己iと双慣にして其縦裂は韓細胞接線の縦裂とは全〈相似のものた

るに過ぎず。 即ち少〈とも4さふぢl乙於τは Junktions出eorie の甚だ該賞せる

を見る。

第二集縮については多くの議論あれども此現象は複染色躍の形成に封して重

要なる像と云はまるべからず。 何となれば此現象は何れの場合にあb℃も

,, hollow Spirem“とヂアキネーゼ期との聞に起る、而し℃複染色瞳の形成に封し

℃は或機構を必要とし此機構が染色韓の配置及駅態re著しき欝化を来すべき事は

考へ得ぺ3事なればなれ 各複染色瞳は双債の接線の横断によ b℃形成せらる

、を以て第二集縮に於ける染色瞳索（Chromosomenschlingen) も亦封とな bて並

ぶ、染色瞳の屈曲獄態は複染色韓の形成lこは何等意味なきものにしτ只偶然的の

像に過ぎぎるな b。 就中染色瞳の屈曲扶態は第二の集縮R於℃生じたる複染色

館の各車債の染色躍が其端に℃融着して生じたるものなれ

核外仁に闘しては田原氏（’10b）のおにたひらζの花粉母細胞に於℃の記載あ

b氏によれば核外仁は中期に於τは現はれず中間期に至bて始め℃現はれ間もな

く消失し第二の分裂にて再と入。現はる。 4きふぢlこ於ては之れと稿今異b第二集

縮iと於τ始めて現出し四分子形成（同型舟裂の柊）迄は只第一反第二の中期を除

〈外存在し之等中期に入るや否や直ちに消失す。 之れ或は Strasburger氏の稽

ふる如〈核仁と紡錘線との聞に何等かの関係あるにあらぎるか、但し中期は続錘

絡の最接違せる時期と晃る事を得ぺし。

染色檀の教は新種形成の問題re.重大なる関係を有するものなるが之れに倖以℃

染色睡の大きの差に就いτも充舟な観察を必要とす予は盟細胞核内It於τは充舟

まる常に現はる、一定の染色醸の大ヨの差を認むる事能はぎbしが詑粉母細胞核

の前後雨分裂に於て明に此差を見る事を得た b即ち異型分裂に於τはヂアキネー
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ぜ期反核板の側面幌及極面硯に℃同ーの大さと略同ーの探態とを有宇る複染色憧

がー艶宛三塁ま存在すぺし（第十五圃）。又同型砂裂にあb℃も同ーの犬3と略同ー

の形般とを有する車債の染色睡が－~J宛三艶存在す（第十七圃）。 而しτ田原氏

（’10a，’!Ob）友桑田氏（’10，’11）は之れと同様の現象を観察し田原氏によれば新知

主抗態は生殖核の染色僅がJ、プロイ引とあらずし℃ヂプロイドなる事を示すもの

なるやも知れずと云ふ。 4さふぢ，t於τ期如き染色韓裁の閥係あるか否かはなほ

同麗のものをも研究するの必要あるべく後日の機曾に譲らえ。

研究結果の総括

工 盟主因胞核舟裂

1）末期に於て染色躍が側面にて互に組副知mosierenす0事は稀れにしτ比

Anastomosenは染色躍の舟解に必要なる機構と晃るぺからず。

2) ~胞化が完全に起る時は染色簡は分解しτ二本の卒行線とな b 其間にきさ所

を存し染色性物質は核腔内ft調散す。 特別なるクロモメー V ：，.，＇も叉蓮績せる染

色綜もなし。

3）完全なる静止核にあbては核内にー或はこの球形の核仁と一様に精微記長子

布せる網扶鰹とを晃忍而して此網抗慢は基礎物質と之れに宿る染色性部分よ b成

与。

壬）前期の弱めに染色性集会鰹が漸央大とな b且又其教を増加し来0然れども

其載、大遣、形抗、友配置は不定なb。

5）染色鰹の極性は末期、静止期友前期を遁じて著し〈存在し前期に於τ生じ

たる染色檀の配置は前舟裂の末期に於けるものと酷似し業数十二或は約十こを算

す。 染色腫の縦裂は屡ベト前期の早き時期，t趨忍。

n. 花粉母細胞減数分裂

6） 静止期比於け忍花粉母細胞の扶態は大略睡細胞休止接に於けるが知し。

7) ジナプジスの前期民染色核は周遁に近き多くの結に集会す而し℃之等の集

会鰹の大3と教とは不定にして車濁，t，ユシの上，t懸るものな b。
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8) ジテプシスは只車に核腔の部分的旗張りみにあらずして部分的構張に際し

網賦鯉それ自身の集結も起るものなb。 完全なるシナプジス期の前及去の聞に

は染色性物質の調的配置或は撃す的融舎を晃る事能はず然れどもジナプジス後期に

於℃は斯如主平行的融合は之れをジナプジス塊よ b走b出づる綜re於℃明民詮す
る事をうべし。

9) ジナプジスの前期re於℃破れたる核膜はヂアキネーぜの前及其聞に至る迄

は再成せらる、事なし。

10）異型核分裂に於ける核綜は睦細胞核分裂の核線と相似tとして双債な b。

11）”Hollow spirern“とヂアキネーゼ期との聞に於℃常に第二の集縮起名べ

し此時期に複染色瞳は双債核総の横断lとよ b℃形成せらる。 然れども屡々ヂア

キネーゼ期比至b始め℃横断するものあb。

12）屡々複染色陸の各車債染色躍に縦裂を生ず。

13) 染色憧教はJ、プロイド数民℃六、ヂプロ 1－・数It-C十こな b而して花粉母細

胞減数分裂に℃二つづLの複染色韓が同大同形の封をなすを晃る。

14）核外仁は第二の集結l乙℃和めて出現し第一及第二分裂の中期以外には四

砂子形或迄現存す。

15) 中間期比於ける染色躍の配置と獄態とは睦細胞牙裂の前期のそれに酷似

し核は決し℃静止期~t入らず。

16）第二分裂は均等分裂な b。

終に臨み余は恩師故大野直枝先生の御懇篤なる指導に謝して深厚なる戚謝の意

を表す、只本論文の接表を見給はずし℃先生の逝去せられし事は余の最遺』践とす

る慮にし℃今や漸〈接表の期比遣したれば余は謹て本論文を先づ第ーに先生の霊

民捧げんとす。 又此研究に際し直接間接it有益なる助言を賜はbたる宮部先生

及郡場先生に艶し℃も同様に深〈戚謝する所な b。

大正三年二月

東北帝岡大皐農科大事植物事数室lζ ℃
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